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所属学会

経済成長を促進するための経済制度に関する研究

一国の経済が持続的に成長するためには、発展の段階に応じて適切な制度設計を講じなければならない。
経済発展の初期段階では物的資本の重要性が大きいが、発展が進むにつれて人的資本や技術革新の重要性
が増してくる。また、高度に発展した経済ではそれ以上の経済成長よりも自然環境に対する選好が増すこ
とも知られている。このような経済発展の各段階において、いかなる経済制度が国民の厚生を最も増加さ
せるのかについて研究している。

http://www.edu.mie-u.ac.jp/outline/fc-introduction/shakai/index.html

三重大学教員紹介 http://kyoin.mie-u.ac.jp/profile/2724.html
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論文

(うちだ ひであき)

《一言アピール》

カテゴリ)

日本では90年代以降｢失われた20年｣と呼ばれる長期的な不況が続いています。今後日本経済が成長ためには
どのような経済制度を構築するべきかについて研究しています。
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